
平成 26 年 10 月 24 日発行

本人家族の会たより Ｖｏｌ．1

日頃は、本人家族の会の活動にご理解ご協力いただき、誠にありがとうございます。

さて、平成 26 年 9 月 19 日(金)午後 1 時 30 分より、くるみ会に今年度新しく開設された「地

域生活支援センターひしいけ」にて、第 1 回くるみ本人家族の会役員会を開催しました。

以下の議題について審議しましたのでご報告申し上げます。

一、日帰り親睦旅行について

毎年恒例の日帰り親睦旅行について検討しました。

時期について

積雪やインフルエンザの流行を避け早めに実施する

１１月は予約分でバスの手配がつかず、１２月でクリスマスコンサート行事の週を避け、第二

日曜とし環境整備を翌週に変更する

行先について

散策が多いと時間を持て余してしまう、昼食がバイキング形式なのは他のお客も多く子どもを

置いて料理を取に行くのも大変、飛騨牛しゃぶしゃぶが良いという意見などから高山とする

結果今年度は次の通りとなりました。詳しくは別途お知らせする案内をご確認ください。

日 時 平成 26 年１2 月１４日（日） ７：３0～1８：00 頃

行き先 飛騨牛御膳のお昼食と高山散策の旅

この行事は会員有志の参加スタイルとなっているため、くるみ会職員の付き添いはありません。

万が一の事故に備え、利用者さんのみの参加はご遠慮いただいておりますのでご了解ください。

二、くるみ会近況報告について

くるみ会より活動状況の報告がありました。

利用者在籍者数 250 名、そのうち生活の場里山の家・共同生活事業所(グループホーム)に合わせ

て 111 名の方が暮らしています。他にショートスティ・日中一時支援や高校生向けの放課後等デイ

サービス、就学前のお子様向け児童発達支援などでも多くの方に契約していただいています。

その他在宅障がい者のための生活相談・就労相談のほか就学前のお子様を対象とした子育て(療育)

相談をおこなっており、職員は常勤・非常勤合わせ 204 名を配置。

また今年４月より地域生活支援センターひしいけを開設、ほっと・相談支援センターあると及び

法人事務局の移転について、１０月からは新しい事業所Ｌｉｎｋの開所について説明がありました。



三、その他について

多機能型事業所いっしきの従たる事業所きんじょうで行っているお菓子作りについてお話があり、

現在は決まった客先へのみ販売となっていますが、近々本会向けにも販売する予定とのことでした

のでお楽しみに。

環境整備について、利用者の事業所移動により実施場所が変更及び家庭の状況から、参加が難し

くなった会員の協力金免除について話があり承認されました。

四、Ｌｉｎｋ及び地域生活支援センターひしいけ見学ついて

くるみ会にて今年１０月開所の「Ｌｉｎｋ」と会場でもあり４月から運営している「地域生活支

援センターひしいけ」の見学がありました。

Ｌｉｎｋ

１０月より就労移行支援事業所として開所、丁田町白百合学園さんの隣で３階建てのビルです

働くことを視点に相談・体験・訓練・アフターフォローなどの支援を行います

地域生活支援センターひしいけ

４月よりほっと及び相談支援事業所６月より法人事務局が移転、熱池町交差点近くです

ほっとでは５月より未就園のお子さんを対象に親子一緒に子育てサポートを行っています

以上が第 1 回役員会の内容です。

会員の皆さまのご意見・ご要望等ありましたら、事務局までお寄せください。役員会等で検討し

ていきたいと思います。（事務局はくるみ会法人事務局内にあります☎0563-65-6580） 


